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で感染者の診療を行っていた。2001 年に看護部 HIV 感染症研究会
が発足し多職種連携の必要性から 2002 年 5 月に担当医と HIV 外来










経路は 9 人中 4 人が MSM（Men who have Sex with Men）で同性


























センター ( 以下、センター )」を設立した。今回設立から 1 年経過し
たので、取り組みについて報告する。
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婦人科癌術後，乳癌術後の上下肢のリンパ浮腫は，患者の QOL を
著しく損なう術後合併症であり，発症を予防する日常生活指導，セ
ルフケア指導の徹底が重要であり，以前より各科で取り組みが行わ
れてきた．2009 年の診療報酬改訂により，術後リンパ浮腫予防教
育指導が査定されるようになって以降は，指導の徹底が課題となっ
た．当院でも，婦人科病棟のリンパ浮腫チーム，外科では外来・病
棟共同のブレストケアチームを形成し，それぞれが予防教育指導に
当たっていた．しかし，指導の徹底が行き届かない，リンパ浮腫を
実際に発症した際の指導や対処法が医療従事者間で相違があるなど
の問題があり，各科間での統一もなされていなかった．また，末期
癌患者の緩和治療としてのリンパ浮腫ケアも，これまで組織的な取
り組みはなく，対処法もまちまちであった．以上のことより，院内
の医療従事者が共通の認識と知識をもってリンパ浮腫の患者のケア
に当たれるように，院内リンパ浮腫研究会を立ち上げ，チームとし
ての活動を開始した．予防教育指導は共通のツールを使って行い，
知識と理解の共有を徹底した．リンパ浮腫を発症した患者について
はリンパ浮腫療法士の資格を有する看護師がアセスメントとケアに
あたり，カンファレンスで事例報告を行っている．また，終末期患
者の緩和治療としての浮腫のケアも，科を問わず経験した症例を通
じて学ぶ検討会を行っている．当院での院内リンパ浮腫研究会立ち
上げと現在の活動について報告する．
